
OHMIC（Okinawa Health Medical Innovation Center) 沖縄医療イノベーション事業概要 

事業目的 

1.既存及び新規臨床研究Dataを活用した新薬の承認開発研究支援 

2.医薬分野における国際標準の人材育成 

3.沖縄の医療産業振興（雇用創出）、健康増進への寄与 

OHMICとは 

1.臨床研究及び疫学研究Dataの解析をコアとする医薬研究支援機関 

2.日米両国の頭脳とアセットを活用する、日米協力の象徴 

3.沖縄でのみ実現可能な医療イノベーション事業 

事業の背景及び可能性 

－信頼性の高い臨床研究疫学Data  → NMCSD／医学会／国内研究機関の連携 
－米国政府の全面協力     → 日米協力プロジェクト 
－データを活用できる日米チーム → 日本側：琉球大学医学部、琉球大学病院 等 
   米国側：Harvard／NMCSD／FDA等の専門家 

※米国は沖縄以外にはNMCSDのデータは出さない 
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ネットワーク 

バイオベンチャー 

製薬関連企業 

日本の優れた医療関連分野の革新的技術の実用化 

最先端の国際医療都市へ 

2.医療人材育成事業 1.新薬研究開発事業  

・臨床研究／疫学研究Dataによる新薬開発 
・同Dataによる個別化医療 R&D支援 
・新たな新薬開発戦略の立案 
・医薬品の安全性に関する検証・情報発信 
・新たな医薬品研究開発モデルの確立 

3.地域貢献事業  

・県民疫学データベースの構築及び運用支援 

・臨床研究Data活用による県民健康問題の解決 

・「健康・長寿おきなわ」の為の啓蒙活動 

OHMIC 事業 

・医療分野における実務家の育成 

・「頭脳人材」の戦略的な誘致及び育成 

・「知的クラスター」「健康・医療分野の 
 産業クラスター」の戦略的形成 


